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新入社員
教育講座

未来へ
はばたけ！
新入社員
教育講座

（詳細は５ページ）

3月16日（木）、帝国ホテル（東京都）にて日本商工会
議所第125回会員総会が開催され、当所が会員増強
に尽力し、組織率向上を実現した商工会議所として
【組織強化表彰】を受賞しました。
今年度は全国の18会議所が同賞で表彰されました。
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会員紹介コーナー
安田屋製菓 株式会社
自然の恵みを創作し地産地消にこだわり

当社は、昭和24年に安田屋製菓が創業しました。
観光土産の製造卸販売を開始しました。昭和40
年高度成長時代、当時のせんべいの生産量が
全国で1位となりました。そして、同時期に、能登
名物を作りたいとの地元の声を受け、能登名物
ひっぱり餅の製造販売を開始。
柔らかい餅菓子が能登巌門の縁起餅として全国
に知れ渡りました。
また、別会社として昭和55年に和菓子専門店
「雅風堂」を新設しました。
こちらは、農産加工として、水・米・小豆・果物な
ど、自然の恵みを創作し地産地消にこだわって
います。今、季節の人気商品はいちご大福で1日
約2千個販売しています。現在はインターネット
販売を強化しつつ、人気商品を模索中です。

代 表 者  安田　晶一
業　　種 菓子製造業
住　　所 白山市徳丸町428
T　E　 L 275-0557
 276-3488（雅風堂）
雅風堂URL http://www.gafudo.co.jp/ ●アピタ松任

●松南病院

若宮公園

キッチンユキ●

ガスト●

マルシン●

●マクドナルド

●スターバックス松任店

→

● ●

徳丸

乾町

リーファ・ナカガワ

雅風堂
安田屋製菓

若宮

布市

8

190
至金沢

今月の
あさがおさん
 vol.30

勤務先：㈱池元
趣　味：ガーデニング、アクアリウム
ひと言：４月から四女も保育園に入

りました。これから、もっと
もっと仕事を頑張り主人を支
え、４人の娘たちが自慢で
きるようなお母さんになる事
が私の目標です。

池元　純子さん
いけもと　　じゅんこ

◆申込方法
掲載希望月の前月末日頃までに
下記までご連絡下さい。
【お問合せ】当所総務課まで　ＴＥＬ２７６－３８１１

「会員紹介コーナー」への
掲載事業所を募集しています

掲載は無料！

掲載希望月の前月末日頃までに

ＴＥＬ２７６－３８１１

掲載事業所を募集しています
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会報  白山商工会議所

中
期
事
業
計
画
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ⅲ

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
を
決
定

　

三
月
二
十
四
日（
金
）グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

白
山
に
お
い
て
、平
成
二
十
八
年
度
第
二

回
通
常
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行

な
い
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
。

議
案
第
一
号

　

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

道
の
駅｢

（
仮
称
）白
山｣

運
営
会
社
へ

の
出
資
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

白
山
商
工
会
議
所
中
期
事
業
計
画（
案
）

並
び
に
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画（
案
）

及
び
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

白
山
商
工
会
議
所
第
三
次
中
期
事
業

計
画 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ・Ｈａ
ｋｕｓａｎ
Ⅲ

《
基
本
方
針
》

　

商
工
会
議
所
の
使
命
で
あ
る「
地
域
に

お
け
る
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
・
発
達

を
図
り
、兼
ね
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
」と
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、行
政

を
は
じ
め
、関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携

を
よ
り
一
層
深
め
、地
域
と
会
員
事
業
所

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、引
き
続
き「
開

か
れ
た
市
民
会
議
所
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
も
と
、「
他
会
議
所
の
手
本
」と
な
る

会
議
所
を
目
指
し
、各
種
施
策
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、新
た

な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
中
期
事
業
計
画（
平

成
二
十
九
～
三
十
一
年
度
）『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ・Ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ 

Ⅲ
』を
策
定
す
る
。

【
重
点
施
策
】

一
．組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

二
．経
営
支
援
︑相
談
体
制
の
充
実
・
強
化

三
．人
材
の
育
成

四
．地
域
の
振
興

五
．交
流
の
推
進

六
．広
報
の
充
実

【
具
体
的
施
策
】

一
．組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

・ 
会
員
の
増
強（
会
員
数　

一
五
〇
〇
事

業
所　

平
成
三
十
二
年
三
月
）

・ 

事
業
収
入
の
増
強

・ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

二
．経
営
支
援
︑相
談
体
制
の
充
実
・
強
化

・ 

経
営
革
新
等
支
援
認
定
制
度
の
支
援
強
化

・ 

各
種
融
資
制
度
等
の
周
知

・ 

経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策

の
推
進

・ 

経
営
指
導
員
、全
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

三
．人
材
の
育
成

○
人
材
育
成
委
員
会
︙
会
員
事
業
所
役
職

員
の
能
力
・
資
質
の
向
上
を
支
援
し
、健
康

増
進
を
奨
励
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
の
健

全
な
発
展
、生
産
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

・ 

Ｉ
Ｔ
化
推
進
へ
の
対
応

・ 

会
員
企
業
の
役
職
員
の
健
康
増
進

・ 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

・ 

各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
充
実

四
．地
域
の
振
興

○
地
域
振
興
委
員
会
︙
各
種
事
業
を
通
じ

て
、地
域
活
力
の
醸
成
、環
境
保
全
に
取
り

組
み
、会
員
事
業
所
の
発
展
を
支
援
す
る
。

・ 

定
住
人
口
の
拡
大（
特
に
若
い
世
代
）に

向
け
た
諸
施
策
の
推
進

・ 

産
業
観
光
の
推
進
、広
域
観
光
振
興
等

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

・ 

地
域
活
性
化
に
係
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

・ 

地
域
の
環
境
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み

五
．交
流
の
推
進

○
交
流
推
進
委
員
会
︙＂
ひ
と
・
も
の
・
地

域
＂と
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

会
員
事
業
所
の
発
展
及
び
地
域
活
性
化
に

資
す
る
。

・ 

産
学
官
連
携
の
更
な
る
推
進

・ 

農
商
工
、医
商
工
連
携
の
推
進

・ 

国
際
交
流
及
び
国
際
化
支
援
事
業
の
推
進

・ 

他
商
工
会
議
所
、商
工
会
と
の
連
携
推
進

・ 

各
種
団
体
、市
民
と
の
連
携
推
進

六
．広
報
の
充
実

○
広
報
委
員
会
︙
白
山
商
工
会
議
所
の
広

報
活
動
を
会
員
の
視
点
か
ら
検
証
し「
開
か

れ
た
市
民
会
議
所
」の
具
現
化
に
努
め
る
。

・ 

広
報
活
動
の
充
実

平
成
二
十
九
年
度
収
支
予
算

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画

Ⅰ
．基　

本　

方　

針

　

わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、総
じ
て
回
復

基
調
に
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、米
国
の
新

大
統
領
就
任
を
は
じ
め
、保
護
主
義
的
な

傾
向
が
強
ま
り
、新
た
な
秩
序
の
構
築
が

模
索
さ
れ
る
な
か
で
、先
が
読
め
な
い
不

確
実
性
が
漂
い
始
め
て
い
ま
す
。

　

白
山
商
工
会
議
所
は
、創
立
二
十
五
周

年
を
経
て
、新
た
な
中
期
事
業
計
画︽
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ⅲ
︾を
作
成

す
る
と
と
も
に
、今
年
度
は
、次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
の
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、再
編

さ
れ
た
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
、諸
施
策

の
推
進
に
ま
い
進
す
る
と
と
も
に
、白
山

開
山
一
三
〇
〇
年
へ
の
協
力
や
平
成
三
十

年
春
に
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る＂
道
の

駅（
仮
称
）白
山
＂へ
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
や
、

国
の
働
き
方
改
革
に
も
通
じ
る
、「
従
業

員
の
健
康
無
く
し
て
企
業
の
発
展
は
な
い
」

と
い
う
視
点
か
ら『
健
康
経
営
』の
周
知

徹
底
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、部
会
・
委
員
会
活
動
を
よ
り
活

発
に
推
進
し
地
方
創
生
に
向
け
て
、行
政

に
提
言
し
た「
松
任
地
方
創
生
プ
ラ
ン
」

の
諸
施
策
の
う
ち
商
工
会
議
所
が
率
先
し

て
進
め
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
も
、優
先

順
位
を
踏
ま
え
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
の
既

成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、斬
新

な
発
想
と
行
動
を
も
っ
て
会
員
企
業
を
は

じ
め
、行
政
や
地
域
を
構
成
す
る
関
連
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
諸
施
策
の
企
画
・
立

案
、提
言
等
を
積
極
的
に
展
開
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ
．重　

点　

施　

策

一
．組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

二
．経
営
支
援
︑相
談
体
制
の
充
実
・
強
化

三
．人
材
の
育
成

四
．地
域
の
振
興

五
．交
流
の
推
進

六
．広
報
の
充
実

Ⅲ
．具
体
的
事
業
項
目

一
．組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

① 

会
員
増
強（
新
規
六
十
事
業
所
）及
び
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

② 

部
会
、委
員
会
活
動
の
充
実
、強
化

③ 

青
年
部
、女
性
会
活
動
の
支
援

④ 

事
業
収
入
の
増
強

⑤ 

各
種
行
事
への
会
員
の
参
加
推
奨

⑥ 

職
員
の
意
識
改
革
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
体
制
の
強
化

⑦ 「
あ
ん
し
ん
共
済
」制
度
の
リ
ニュー
ア
ル

及
び
各
種
保
険
制
度
の
普
及
推
進

⑧ 

平
成
二
十
九
年
度
北
陸
信
越
ブ
ロッ
ク
会

頭
会
議
の
誘
致

二
．経
営
支
援
︑相
談
体
制
の
充
実
・
強
化

︵
中
小
企
業
相
談
所
事
業
︶

① 

経
営
発
達
支
援
計
画
に
基
づ
く
支
援
強
化

② 

経
営
革
新
等
支
援
機
関
認
定
制
度
の
支

援
強
化

③ 

企
業
ド
ッ
ク
制
度
、専
門
家
派
遣
制
度
に

よ
る
経
営
支
援
強
化

④ 

中
小
企
業
再
生
支
援・事
業
転
換
支
援
相

談
事
業
の
強
化

⑤ 

創
業・再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の
強
化

⑥ 

事
業
承
継
及
び
後
継
者
育
成
の
支
援
強
化

⑦ 

新
技
術
、新
製
品
開
発
に
対
す
る
情
報
提

供
と
支
援
活
動

⑧ 

Ｉ
Ｔ
活
用
事
業
の
推
進

⑨ 

ザ・ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
に
よ
る
支
援
推
進

⑩ 

小
規
模
企
業
共
済
、経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済

及
び
中
小
企
業
退
職
金
制
度
の
普
及
推
進

⑪ 

金
融
支
援

　
・公
的
資
金（
政
府
系
、県・市
制
度
融
資
）の

利
用
促
進
及
び
金
融
指
導
業
務
の
強
化

　
・金
融
機
関
と
の
連
携
の
強
化

⑫ 

巡
回
に
よ
る
経
営
相
談
の
強
化

⑬ 「
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
」の
設
置

⑭ 

労
働
保
険
事
務
組
合
の
運
営
と
未
加
入

事
業
所
への
加
入
促
進

⑮ 

中
小
企
業
の
景
気
動
向
、ト
レ
ン
ド
の
把

握
と
対
策

三
．人
材
の
育
成

① 

Ｉ
Ｔ
等
各
種
講
習
会
、研
修
会
、勉
強
会

の
実
施

② 

働
き
方
改
革
へ
の
協
力
及
び『
健
康
経

営
』の
推
進

③ 

創
業
応
援
塾
、産
学
連
携
に
よ
る
人
材

育
成
塾
の
実
施

④ 

日
本
商
工
会
議
所
検
定
事
業（
簿
記
、珠

算
等
）の
普
及・促
進

⑤ 

ハロ
ー
ワ
ー
ク
白
山
と
の
連
携
に
よ
る
就

職
面
接
会
の
開
催
及
び
雇
用
安
定
の
た

め
の
各
種
助
成
金
制
度
の
情
報
提
供

⑥ 

永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
の
実
施

⑦ 

事
業
所
集
団
定
期
健
康
診
断
の
実
施
及

び
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
の
活
用
推
進

四
．地
域
の
振
興

︵
一
︶商
工
業
振
興
事
業
の
推
進

① 

中
心
市
街
地（
商
店
街
）活
性
化
支
援
の
促
進

② 

買
い
物
弱
者
対
策
の
検
討

③ 

道
の
駅
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
策
の
検
討

④ 
企
業
誘
致
と
遊
休
土
地
等
の
利
用
等
検
討

⑤ 
市
民
と
の
交
流
事
業
の
開
催

⑥ 

地
場
産
品・キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
普
及
啓
発

⑦ 

各
種
イ
ベン
ト
の
開
催
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

︵
二
︶観
光
振
興
事
業
の
推
進

① 

白
山
開
山
一
三
〇
〇
年
記
念
事
業
周

知
と
協
力

② 

白
山・白
川
郷
一
〇
〇
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ンへの
協
力

③ 

産
業
観
光
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
の
推
進

④ 

白
山
市
の
地
域
力
再
発
見　

知
っ
と
る
ツ

ア
ー
の
開
催

⑤ 

松
任
駅
周
辺
へ
観
光
案
内
所
の
設
置

⑥ 

白
山
市
観
光
連
盟
等
、観
光
団
体
と
の

連
携
に
よ
る
広
域
観
光
の
推
進

︵
三
︶環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

① 

食
品
ロ
ス
削
減
運
動
の
推
進

② 

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
並
び
に
小
水
力
発
電

等
の
可
能
性
の
検
討

③ 

省
エ
ネ
活
動
の
推
進

五
．交
流
の
推
進

① 

市
内
経
済
団
体
及
び
各
種
団
体
と
の
広

域
連
携
の
推
進

② 

農
商
工
連
携
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進

③ 

国
際
交
流
及
び
国
際
化
支
援
事
業
の
推
進

④ 

藤
枝
商
工
会
議
所
と
の
連
携
強
化

⑤ 

車
両
所
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化

六
．広
報
の
充
実

① 

会
報
、Ｈ
Ｐ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
の
充
実

と
各
種
情
報
の
発
信

② 

あ
さ
が
お
テ
レ
ビ
に
よ
る
情
報
発
信

会費・負担金
27.5％

前期繰越金
12.8％その他

4.5％

繰入金 5.2％
手数料収入 6.1％

事業収入　7.9％
補助金　25.2％

積立金取崩収入
10.8％

収入 （千円）

会費・負担金 57,070
補助金 52,326
事業収入 16,330
手数料収入 12,717
繰入金 10,800
積立金取崩収入 22,217
その他 9,410
前期繰越金 26,452
合計 207,322

支出 （千円）

事業費 32,480
管理費 131,310
繰出金 10,800
出資金 8,000
引当金積立金 8,710
予備費 16,022
合計 207,322

事業費
15.7％

予備費　7.7％
引当金・積立金
4.2％

繰出金
5.2％

管理費　63.3％

出資金　3.9％

支出
収入
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社
会
人
一
年
生
！

新
入
社
員
教
育
講
座
を
開
催

　

四
月
五
日（
水
）、当
所
三
階
研
修
室
に

お
い
て
新
入
社
員
教
育
講
座
が
開
催
さ

れ
、会
員
企
業
十
六
社
三
十
七
名
の
新
入

社
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
加
藤
専
務
理
事
よ
り
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
、㈱
明
石
合
銅
の
明
石
寛
治

代
表
取
締
役
副
会
長
、金
城
大
学
短
期
大

学
部
教
授
の
岡
野
絹
枝
氏
、オ
フ
ィ
ス
Ｂ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
主
宰
の
吉
野
ゆ
か
り
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、社
会
人
に
必
要
な

マ
ナ
ー
や
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

メ
モ
を
取
る
な
ど
座
学
に
加
え
、挨
拶
、

自
己
紹
介
、名
刺
交
換
、電
話
応
対
な
ど

実
践
的
な
動
き
の
あ
る
講
座
に
熱
心
に
取

り
組
む
受
講
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

受
講
者
の
声

　
講
座
の
受
講
者
に
、感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ「
本
日
の
研
修
は
い
か
が
で
し
た
か
？
」

Ａ「
も
っ
と
堅
苦
し
い
研
修
な
の
か
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、全
然
そ
ん
な
こ
と
な

く
て
。
い
ろ
ん
な
同
世
代
の
方
と
知
り
合

え
て
よ
か
っ
た
で
す
。」

Ｑ「
本
日
の
研
修
で
一
番
良
か
っ
た
こ
と

は
？
」

Ａ「
電
話
応
対
マ
ナ
ー
は
、会
社
で
失
敗

す
る
前
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
自
分
の
ま
ず
い
と
こ
ろ
に
気
づ
く

き
っ
か
け
に
な
っ
た
か
と
。」

Ｑ「
今
後
の
抱
負
・
目
標
と
か
あ
り
ま
す

か
？
」

Ａ「
早
く
会
社
の
先
輩
方
に
追
い
つ
け
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

給
料
に
見
合
う
働
き
、『
稼
げ
る
』よ
う
に

な
り
た
い
で
す
」

　
入
社
し
た
て
と
は
思
え
な
い
、と
っ
て
も

頼
も
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

会
社
で
も
、本
日
の
研
修
を
活
か
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

新
議
員
・
評
議
員
の
ご
案
内

◎
議
　
員

◎
評
議
員

建
設・不
動
産
業
部
会	

建
設
産
業
部
会

合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

三
月
十
七
日（
金
）建
設
・
不
動
産
業
部

会（
﨑
田
一
成
部
会
長
）並
び
に
建
設
産
業

部
会（
河
端
三
郎
部
会
長
）は
、
白
山
商
工

会
議
所
に
お
い
て
、
白
山
市
長
の
山
田
憲

昭
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
白
山
市
政

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
合
同
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
両
部
会
で
四
十
七
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

白
山
市
は
企
業
誘
致
の
固
定
資
産
税
な

ど
で
市
税
収
入
が
伸
び
て
お
り
、
二
十
九

年
度
で
は
百
八
十
五
億
円
と
昨
年
よ
り

十
四
億
円
増
加
と
な
り
ま
す
が
、
一
方
で

は
、
地
方
交
付
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

四
月
一
日
よ
り
「
第
二
次
白
山
市
総
合

計
画
」
が
十
年
の
期
間
を
か
け
て
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
「
健
康
」、「
笑
顔
」、

「
元
気
」の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
家
族
や

企
業
が
良
く
な
り
、
元
気
な
白
山
市
を
つ

く
り
た
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

白
山
市
に
お
け
る
直
近
の
有
効
求
人
倍

率
が
二
・
三
一
倍
で
あ
り
、
人
手
不
足
の

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
企
業
活
動
も
活

発
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
工
業
団
地

の
準
備
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
白
山

市
に
は
地
下
水
が
あ
る
こ
と
、
地
盤
が
固

い
こ
と
の
利
点
か
ら
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

白
山
市
の
人
口
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
八
年
で
は
約
四
百
三
十
人
の
転
入
が

あ
り
ま
し
た
。
二
年
前
に
は
子
供
の
医
療

費
無
料
化
を
行
っ
て
い
る
な
ど
今
後
も
若

い
人
た
ち
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
え
て
定
住
人
口
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
白
山
野
々
市
広

域
事
務
組
合
に
四
月
一
日
か
ら
川
北
町
が

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
消
防
や
ご
み
処

理
の
面
で
統
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

川
北
町
か
ら
十
五
年
の
期
間
に
わ
た
り
年

間
三
千
万
円
の
施
設
使
用
料
収
入
が
発
生

し
ま
す
。
今
後
は
病
院
も
含
め
こ
れ
ま
で

以
上
の
広
域
連
携
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

白
山
、
能
美
、
野
々
市
、
川
北
の
４
市

町
で
構
成
さ
れ
、
山
田
市
長
が
会
長
を
務

め
る「
白
山
駅
建
設
期
成
同
盟
会
」が
白
山

駅
実
現
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
よ
り
「
利
用
者
も
限

定
的
で
、
人
件
費
や
維
持
費
で
年
間

十
六
億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
」
と
想

定
さ
れ
、「
白
山
駅
」を
作
る
構
想
は
見
送

ら
れ
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
与
党
整
備
新
幹
線
建

設
推
進
Ｐ
Ｔ
座
長
か
ら
車
両
基
地
を
観
光

資
源
と
し
て
周
辺
地
域
の
振
興
や
活
性
化

に
つ
な
が
る
有
効
活
用
を
自
民
党
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
力
強
い
お
言
葉

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
全
国
唯
一
の
新
幹

線
と
在
来
線
の
車
両
所
を
有
す
る
白
山
市

の
強
み
を
活
か
し
地
域
の
発
展
に
向
け
て

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
す
。

青
年
部
だ
よ
り

　

三
月
十
八
日（
土
）、
当
所
青
年
部

（
本
田
清
成
会
長
）は
、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

白
山
グ
ロ
ー
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
卒
業
式
並

び
に
祝
賀
会
を
開
催
し
、卒
業
生
を
含
む

メ
ン
バ
ー
約
五
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
本
田
会
長
よ
り
卒
業
生
に
向
け

て
、感
謝
状
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、祝
賀
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、卒
業
生
に
と
っ
て

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
日
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

長
年
に
わ
た

り
、
青
年
部
活

動
に
貢
献
し
て

頂
い
た
卒
業
生

の
皆
様
、
長
い

間
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

卒
業
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
は
左

記
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

池
崎
広
章【
㈱
イ
ケ
ザ
キ
設
備
】

北
本
祐
一【
北
本
運
輸
㈱
】

坂
上
裕
宣【
㈲
坂
上
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
】

坂
本
清
春【
松
谷
住
設
】

徳
田
洋
行【
㈱
レ
オ
ー
ネ
】

平
田
博
盛【
紳
士
服
㈱
ひ
ら
た
】

福
住　

裕【
㈱
フ
ク
ズ
ミ
】

船
本
健
一【
御
料
理 

船
本
屋
】

上浦　達之　氏
㈱グランドホテル松任

総支配人

竹内　弘登　氏
鶴来信用金庫　松任支店

支店長

岸　輝一　氏
金沢信用金庫　松任南支店

支店長

ヨシオ工業㈱
吉田　一成　さん

　環境活動の一環として始めました「エコキャップ運動」は皆様のあたたかいご協力をいた
だき、順調にキャップを集めることが出来ております。御協力いただきました皆様に心からお
礼を申し上げるとともに、収集状況を報告させていただきます。
　今後とも活動の趣旨をご理解いただき、ペットボトルキャップの収集にご協力くださいま
すようお願い致します。

〈ペットボトルキャップをお持ちいただく時の注意事項〉
◇回収を行うのは、ペットボトル飲料のキャップのみです。醤油、ソース等の容器のフタは
対象外です。
◇お持ちいただくキャップは水洗いをした後、乾かしてください。
◇キャップについているシール（値札やキャンペーンシール）は必ずはがしてください。

〈回収方法〉
◇白山商工会議所へ来所時にお持ちください。（会議や研修会参加の時など）
◇キャップ１個からお持ちいただいて結構です。

〔第 10 回目引渡し結果〕
平成 29 年 3 月 24 日

収集キャップ個数 34，228 個
収集キャップ重量 79．6kg
ポリオワクチン相当数 39．8 人分

エコキャップ運動近況報告
女性会 環境活動
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第
二
十
六
回
　

優
良
生
徒
表
彰
式
開
催

　

三
月
二
十
日（
月
）、白
山
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室
に
て
、白
山
珠
算
連
盟

主
催
の
優
良
生
徒
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

白
山
市
内
お
よ
び
近
隣
の
珠
算
塾
よ
り
推

薦
の
あ
っ
た
四
十
三
名
の
生
徒
が
、表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

加
藤
義
裕
会
長
よ
り
表
彰
状
を
受
取

り
、受
賞
者
を
代
表
し
て
谷
口
紫
音
さ
ん

が「
そ
ろ
ば
ん
を
習
い
始
め
て
、友
達
が

遊
ん
で
い
る
時
に
自
分
も
遊
び
た
く
て
辛

か
っ
た
り
、点
数
が
思
う
よ
う
に
出
な
く

て
悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、先
生
や
親
に

励
ま
さ
れ
、あ
き
ら
め
ず
頑
張
り
合
格
で

き
た
時
は
、す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。
中
学

生
に
な
っ
た
ら
、そ
ろ
ば
ん
で
の
経
験
を

活
か
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
事
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。」と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

式
に
は
来
賓
と
し
て
山
田
白
山
市
長
、

髙
松
会
頭
が
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者

へ
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、表
彰
者
の

晴
れ
が
ま
し
い
気
持
ち
も
一
層
高
ま
り
ま

し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は
、父
兄
や
各
教
室
の

先
生
を
交
え
和
や
か
に
交
流
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
、最
後
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
四
十
三
名

　

谷
口　

紫
音　
　

横
道
向
日
葵

　

冨
水　

椛
暖　
　

中
村　

優
奈

　

新
保　

瑠
菜　
　

村
本　

乃
愛

　

麻
田　

海
吏　
　

原
本
佳
那
子

　

金
丸　

涼
泉　
　

北
村　

祥
真

　

津
田　

翔
悟　
　

聖
川　

晃
生

　

竹
森　

彩
花　
　

宮
本　

瑠
莉

　

吉
岡　

悠
妃　
　

川
谷
内
悠
衣

　

津
田　

菜
純　
　

石
川　

咲
来

　

森　
　

奏
太　
　

本
多　
　

七

　

荒
地　

香
澄　
　

坂
本　

和
一

　

中
村　

寧
　々
　

島
田　

海
奈

　

北　

亜
咲
姫　
　

森
本　

結
音

　

近
間
莉
咲
子　
　

高
井　

陽
菜

　

村
田　

彩
夏　
　

和
泉　
　

天

　

林　
　

真
吾　
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会議所の動き【平成 29年 4月 20日〜 5月 31日】
4 月 20 日 木 地域振興委員会

5 月 16 日 火

正副会頭会議

4 月 21 日 金

白山珠算連盟総会 金融なんでも相談

卸小売業部会　正副部会長・幹事会 無料法律相談

青年部５月正副会長会議 5 月 18 日 木 第71回全国商工会議所専務理事・ 
事務局長会議（～19日）

4 月 24 日 月

正副会頭会議 5 月 22 日 月 青年部６月正副会長会議

議員・評議員懇談会 5 月 23 日 火 金融審査委員会

サマーフェスティバルＨＡＫＵＳＡＮ
企画委員会

5 月 26 日 金
建設・不動産業部会　役員会

4 月 25 日 火 金融審査委員会 青年部５月例会

4 月 26 日 水 女性会通常総会

5 月 29 日 月

正副会頭会議

4 月 27 日 木
運輸・車両業部会　正副部会長・幹事会 総務委員会

青年部通常総会 石川県商工会議所青年部連合会
会員大会加賀大会

5 月 8 日 月 青年部５月理事会 5 月 30 日 火 改正個人情報保護法セミナー

5 月 9 日 火 金融審査委員会

月 日・曜日 テーマ 内　容

5月 30日（火） 改正個人情報保護法セミナー P8並びに同封のチラシをご覧ください。

 6
月

2日（金） 労働保険年度更新セミナー P8並びに同封のチラシをご覧ください。

5日（月） かんたん消費税セミナー
（消費税軽減税率対策セミナー） P8並びに同封のチラシをご覧ください。

初旬~ 
中旬

Windows10基本
ワード・エクセル・ 
パワーポイントの活用法

同封のチラシをご覧ください。

後半 社内コミュニケーション
改善セミナー

「社内の雰囲気をよくしたい」「活発な意見が飛び交う会社にし
たい」そんな意欲のある企業経営者や中堅社員にお勧めします。

7月

初旬 労働安全週間 金沢労基署からご担当者を招いて、最近の労災事例や安全管
理のポイントを解説していただきます。

中旬 販促セミナー お客様の声をくみ取る実践的マーケティングで、売上を伸ばす
方法を伝授します。

下旬 クレーム対策セミナー 経験豊富な講師による、お客様の笑顔を増やし、お店のファン
になっていただくための「5つの法則」

8月

中旬 シリーズ事業承継塾
事業承継について学ぶセミナーです。大まかな相続税制の仕組
みや節税のポイント、承継に向けて準備すべきこと等が無理な
く学べます。

下旬 接客セミナー
お客様のリピートにつながるような、「好感をもたれる接客」の
極意を学びます。経営者の方にも、従業員教育の一環としても
お勧めいたします。

9月

11日（月）
消費税軽減税率対策セミナー 
~お店で使うタブレット& 
スマートフォン~

消費税が導入されると領収書の様式が変わります。タブレット
やスマートフォン端末を活用し、安価にそして手軽にPOSレジ
を導入し、軽減税率導入を乗り切る方法を学びます。

下旬 ブラックボードPOP講習会 お客様の注目を集めるのに最適な黒板POP。最近の飲食・小売・
サービス業での活用事例や効果的アピール手法など。

　当商工会議所の平成29年度上半期の講習会計画です。セミナー受講のご予定を立てたり、御
社の人材育成にご活用ください。
　また、「こんなセミナーや研修会を開催してほしい」とのご意見やご要望がございましたら、
当商工会議所の経営支援課（276-3811）までお気軽にお声かけくださいますようお願い致します。
※　開催時期や内容は予告なく変更となる場合がございます。

H29年度講習会　上半期計画
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●日　時	 6月2日（金）午後2時～4時
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 矢来正和氏（特定社会保険労務士）
●受講料	 会員:無料／非会員:3,000円
●内　容	 年度更新の基本のおさらい、雇用保

険の料率変更の周知、雇用保険のマ
イナンバー事務、等について解説い
たします。

労働保険年度更新セミナー

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う
‼ （
第
六
回
）

　

当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、友
好
商
工
会
議
所
提

携
を
結
ん
だ
静
岡
県
藤
枝
商
工
会
議
所
や
藤

枝
市
の
特
色
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、各
部
会
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

商
業
部
会

　
　

• 

部
会
員
交
流
視
察
を
計
画

交
通
運
輸
部
会

　　• 

秋
の
交
通
安
全
運
転
に
併
せ
た
交
通
安

全
パ
レ
ー
ド
の
実
施

• 

部
会
員
交
流
視
察
研
修
会　

理
財
部
会

•  

A
I
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
の
未
来
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

• 

日
本
銀
行
静
岡
支
店
長
の
経
済
講
演
会

サ
ー
ビ
ス・観
光
部
会　

　• 

県
内
・
県
外
視
察

 

連
携
交
流
の
推
進
を
確
認 

　

三
月
十
六
日
、藤
枝
商
工
会
議
所
と
の

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
藤
枝
商
工

会
議
所
か
ら
は
、会
頭
、副
会
頭
、専
務
理

事
、事
務
局
長
が
、当
所
か
ら
は
副
会
頭
、

専
務
理
事
、常
設
理
事
が
出
席
し
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　

開
山
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
る
白
山
へ
の

合
同
登
山
や
、来
春
開
業
予
定
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道
の

駅（
仮
称
）白
山
』へ
の
藤
枝
コ
ー
ナ
ー
設

置
な
ど
が
、話
題
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
お
互
い
の

委
員
会
活
動

を
通
し
て
連

携
交
流
を
進

め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し

た
。

（単位：千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄：上段：当月分、下段：今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

1 6,000 1 2,500 1 7,000 0 3 15,500
8 79,000 9 41,700 6 24,000 2 15,500 25 160,200

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 0 0 0 0 2 36,000 0 0 2 36,000
2 120,000 2 72,000 3 56,000 2 30,000 9 278,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 2 11,100 2 11,100
2 7,100 3 40,800 2 20,300 4 22,640 11 90,840

県小口零細融資 0 0 2 8,200 1 2,500 1 2,400 4 13,100
2 5,800 9 27,600 5 24,190 9 20,300 25 77,890

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 80,000 0 0 0 0 1 80,000

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 6,000 0 0 1 6,200 2 12,200

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 1 6,000 3 10,700 4 45,500 3 13,500 11 75,700
14 211,900 25 268,100 16 124,490 18 94,640 73 699,130

平成29年3月末日現在

友
好
コ
ー
ナ
ー

定期開催される無料の個別相談会をご存知ですか?
　白山商工会議所では、定期的に無料の個別相談会を開催しています。個別相談の為、事前にお申し
込みが必要になります。専門家による相談を受けられます。お気軽にお問い合わせ下さい。

○金融なんでも相談　毎月第3火曜日　10:00~12:00（通年開催）
　日本政策金融公庫の担当者が、直接お話を伺います。

○無料法律相談　毎月第3火曜日　13:00~15:00（通年開催）
　取引先とのトラブル、従業員の就労関係、身近なことがらもご相談ください。

○記帳継続指導　毎月10日前後　9:00~12:00（5月~12月開催）
　北陸税理士会より派遣された税理士の方が相談員です。
　日々の記帳、税務についてお気軽にお聞き下さい。
　ご予約は、基本的に開催日の前日16時までにお願い致します。
　前日が休日の場合は前の週の金曜日が期限になります。
　お申し込み、問い合わせ先　白山商工会議所　経営支援課へ　お電話下さい。☎276-3811
5月の個別相談 開催期日 場　　所 相談員 備考

記帳継続指導 5月9日（火） 9:00～12:00 白山商工会議所
１階相談室

北陸税理士会
髙井和男　税理士

８日（月）までに
要予約。

金融なんでも相談 5月16日（火） 10:00～12:00
白山商工会議所
3階研修室

日本政策金融公庫　担当者
15日（月）16時
までに要予約。

無料法律相談 5月16日（火） 13:00～15:00 弁護士法人金沢税務
法律事務所担当者

●日　時	 5月30日（火）午後2時～4時　
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 新木啓弘氏
（㈱インフォクリエマネジメント　代表取締役）

●受講料	 会員:無料／非会員:3,000円
●定　員	 30名
●内　容	 改正の概要から個人情報取り扱いに

関し注意すべきポイント等をわかり
やすく解説していきます。

改正個人情報保護法セミナー

●日　時	 6月5日（月）午後2時～4時
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 西田敬志氏

（税理士　㈱宮西計算センター所長代理）
●受講料	 無料
●定　員	 20名
●内　容	 消費税の基礎について分かりやすく

説明いたします。特に本則課税と簡易
課税については簡単な事例を使って
実際に計算をします。また、消費税軽
減税率についても解説します。

かんたん消費税セミナー

もうすぐ開催のセミナーを
ご紹介します！
同封のチラシには申込書
とさらに詳しい内容を掲載。
ぜひ、ご参加ください！

部会長
柴　克弥氏

部会長
杉本正実氏

部会長
鈴木良夫氏

部会長
梅津敏弘氏
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今回の調査結果のポイント
「業況DIは、改善。先行きは
回復の力強さ欠き、足踏み続く」

商工会議所早期景気観測

LOBO調査
調査期間：
2017年3月16日〜23日
調査対象：全国の423商工会議所が
2979企業にヒアリング

◆全国の業況
　3月の全産業合計の業況DIは、▲20.1と、前月から＋3.9ポ
イントの改善。堅調な民間工事に加え、公共工事に持ち直しの
動きが見られたほか、電子部品や自動車関連の好調な生産が
全体を牽引した。一方、消費者の節約志向や人手不足の影響
拡大を指摘する声が多く聞かれるなど、中小企業のマインドに
は依然として鈍さが見られる。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲19.5（今月比＋0.6
ポイント）とほぼ横ばいを見込む。インバウンドを含む春の観光
シーズンの消費拡大や設備投資の増加、海外経済の回復に期
待する声が聞かれる。他方、消費の一段の悪化や人手不足の
影響拡大、原材料・燃料価格の上昇による収益悪化などへの懸
念から、中小企業においては業績改善に確信を持てない企業
が依然として多く、業況感は足踏みが続く見通し。　
◆北陸信越の概況
○全産業の業況DIは、前月と比べほぼ横ばい。産業別にみる
と、製造業で改善、その他の4業種で悪化した。各業種から寄
せられたコメントは以下のとおり。
○「パート・アルバイト不足のため、多くの求人誌に求人募集を
掲載した。併せて、時給の引き上げを実施するも、応募が無く、
人手不足を解消できない」（飲食業）、「衣料品の需要は昨秋か
ら減少が続いており、売上は回復しない。消費の活性化を望む
が、今後も売上は悪化する見通し」（衣料品卸売業）、「取扱い食
品がメディアに取り上げられたことで、引き合いは好調。消費
者の健康志向が強くなっており、今後も売上の改善が見込める」
（調味料製造業）
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善の見
込み。産業別にみると、製造業、卸売業、サービス業で改善、
その他の2業種で悪化する見込み。
◆産業別コメント

【建設業】「東京オリンピックと再開発関連の発注が多く、
売上は改善した。各社で技能工を中心に人材の取り合
いとなっている。人手不足に対応するため、IoTを用い
た生産性向上を検討している」（一般工事業）、「補正予算
により防災関連を中心とした公共工事の発注が始まった。
受注を確保できたため、当面は売上の安定が見込める」
（土木工事業）、「業務量に比べて人手が足りず、外注依
存度が高まっている。外注費増加に伴う、採算悪化によ
り、業況は改善しない」（塗装工事業）

【製造業】「引き続き取引先の輸出が好調で、売上は安定
しているが、原油価格や鉄鋼などの原材料価格が上昇
傾向にあるため、採算は改善しない」（自動車部品製造業）、
「販売先の小売店で冬物衣料が売れず、大量の在庫を抱
え込んでしまった。春物衣料の動きも悪く、売上の改善
は見込めない」（衣料品製造業）

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

景気天気図

全業種

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

▲20.1 ▲27.0 ▲19.5 ▲24.0

▲9.6 ▲20.0 ▲16.7 ▲24.0

▲12.8 ▲12.5 ▲15.3 0.0

▲24.2 ▲40.0 ▲24.2 ▲30.0

▲40.5 ▲37.5 ▲35.4 ▲43.5

▲14.7 ▲35.5 ▲9.6 ▲32.3

【サービス業】「売上の低迷が続いていたが、学校や企業
の送別会の予約が出始めたことで、売上に若干の回復の
兆しが見られる」（飲食業）、「貨物量は多く、売上は増加し
ているが、ドライバー不足ですべての注文を受けられない。
大手運送会社が運賃改定を実施すると報じられたため、
当社も運賃改定を視野に入れたい」（運送業）、「2月の大雪
の影響が残り、宿泊予約が低調のままとなっている。地域
全体の観光客数も減少が続いている」（宿泊業）

【小売業】「男性客が選びやすいような売場案内や情報発信に努
めるなど、ホワイトデー商戦に力を入れ、成果を得たものの、消
費者の節約志向は根強く、婦人服や高額品販売に苦戦し、全体
の売上は前年に比べ減少」（百貨店）、「来店客数が多く、化粧品
の売上は増加している。先月のプレミアムフライデーでは、女性
会社員の姿が期待したほど多くはなかったため、今後、地域の企
業にプレミアムフライデーが浸透することを望む」（化粧品小売業）

【卸売業】「海水温の上昇などによる漁獲高の減少が深刻
で、供給不足となり、売上が悪化した」（水産物卸売業）、
「原材料となる銅や原油価格の持ち直しを背景に、価格転
嫁が進み、売上が回復し始めた」（ケーブル・化成品卸売業）

企
業
が
設
備
投
資
を
予
定
し
て
お
り
、同

じ
く「
附
帯
設
備
」「
車
輌
」「
Ｏ
Ａ
機
器
」の

順
で
多
か
っ
た
。

【
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
に
つ
い
て
】

　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
四
日
全
国
的

に
実
施
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー

に
つ
い
て
、今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る

企
業
が
十
一
％
で
あ
り
、約
九
割
の
企
業
は

導
入
の
予
定
な
し
で
あ
っ
た
。な
お
実
施
し

た
企
業
は
一
社
だ
っ
た
。業
務
が
多
忙
で
あ

り
余
裕
が
無
い
理
由
が
多
数
を
占
め
た
。

【
働
き
方
改
革
へ
の
取
組
に
つ
い
て
】

　

長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
四
十
三
％
の
企
業
は「
既
に

取
り
組
ん
で
お
り
」、三
十
％
の
企
業
も 

「
取
組
を
検
討
し
て
い
る
」と
回
答
。
定
時

で
仕
事
が
終
わ
る
よ
う
に
計
画
、段
取
り
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
し
っ
か
り
行
う
な
ど
の

意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、「
検
討
し
て
い

な
い
」と
回
答
し
た
企
業
の
意
見
と
し
て
は
、

「
長
時
間
労
働
を
さ
せ
て
い
な
い
」、「
適
正

な
労
働
環
境
だ
と
自
負
し
て
い
る
」と
の

意
見
が
多
か
っ
た
。

【
景
気
全
般
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。】

・ 

四
月
か
ら
資
材
の
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
、

業
況
の
悪
化
が
心
配
。

・ 

上
下
ど
ち
ら
に
動
く
か
不
透
明
で
あ
る
。

・ 

消
費
者
の
財
布
の
紐
が
固
く
、特
定
の

地
域
や
通
販
な
ど
の
で
し
か
売
れ
な
い
。

・ 

白
山
市
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
学

会
を
開
い
て
ほ
し
い
。

積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
」、「
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
」と
い
う
意
見
が
多
く
、対
応

策
と
し
て
は「
必
要
な
時
は
外
注
で
対
応
」、

「
若
手
の
失
敗
を
許
し
な
が
ら
実
践
さ
せ
る
」

「
会
社
説
明
会
、採
用
時
期
を
多
く
設
定
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

不
足
と
回
答
し
た
企
業
で
は
、「
求
人
を

出
す
も
応
募
が
な
い
」「
派
遣
社
員
が
多
い
」

「
十
年
先
が
高
齢
化
で
不
安
」と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。
対
応
策
と
し
て
は
、「
有
料
で

斡
旋
業
者
へ
依
頼
」「
他
社
か
ら
の
出
向
要

請
」「
外
国
人
に
対
し
て
技
能
実
習
制
度
を

活
用
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

【
今
期
直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
問
題
点
】

※
複
数
回
答

　
「
従
業
員
の
確
保
難
」「
需
要
の
停
滞
・ 

売
上
減
少
」、「
仕
入
単
価
の
上
昇
」の
順
に

問
題
点
が
あ
っ
た
。

・ 

営
業
の
世
代
交
代
の
促
進

・ 

外
国
人
労
働
者
の
増
員

・ 

事
業
承
継
者
は
決
ま
っ
て
い
る
が
、承

継
者
の
育
成
に
課
題
が
あ
る
。

・ 

製
造
現
場
で
の
管
理・監
督
者
が
育
っ
て

い
な
い
。

・ 

他
社
に
マ
ネ
で
き
な
い
商
品
開
発

・ 

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
政
策
に
期
待

・ 

社
員
各
々
の
意
識
改
革
を
行
う
。

【
設
備
投
資
】

　

平
成
二
十
八
年
度
後
半
に
約
半
数
の
企

業
が
設
備
投
資
を
行
っ
て
お
り
、「
附
帯
設

備
」「
車
輌
」「
Ｏ
Ａ
機
器
」の
順
で
多
か
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
度
前
半
に
約
五
十
五
％
の

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、最
近
の
景
気
動

向
を
把
握
す
る
た
め
、役
員･

議
員･

評
議

員
の
企
業
を
対
象
に
四
半
期
ご
と
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
調
査
回
答
企
業
の
業
種
】　

景
況･

業
況
の
動
向

【
景
況
感
】

　
景
況
感
Ｄ
Ｉ（「
良
い
」か
ら「
悪
い
」を
引

い
た
指
数
）は
、今
期
▲
一・一
ポ
イ
ン
ト
で

前
回
調
査（
十
二
月
調
査
四・一
ポ
イ
ン
ト
）

と
比
較
し
悪
化
し
て
い
る
。来
期
の
見
通
し

は
、約
八
割
の
企
業
は
不
変
と
回
答
し
、他

二
割
の
企
業
の
回
答
で
の
指
数
は
五・三
ポ

イ
ン
ト
で
好
転
す
る
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

【
雇
用
情
勢
】

　

三
月
に
お
け
る
雇
用
状
況
は
、適
正
水

準
が
四
五
％
、不
足
状
態
が
五
〇
％
、過
剰

状
態
が
五
％
で
あ
っ
た
。

　

適
正
と
回
答
し
た
企
業
で
は「
若
手
を
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筆
談
に
よ
り
儒
学
談
義
や
詩
文
贈
答
な
ど

を
重
ね
、
大
い
に
賞
賛
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
時
に
又
太
郎
は
、
朝
鮮
製
述
官
・

李
顕
相
か
ら「
橘
園
」と
い
う
号
を
贈
ら
れ
、

以
後「
三
宅
橘
園
」と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

又
太
郎
と
通
信
使
た
ち
と
の
詩
文
を
ま

と
め
た
『
鶏
林
情
盟
』（
け
い
り
ん
じ
ょ
う

め
い
）
は
翌
年
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
間
の
紀
行
を
五
巻
の
文
章
に
ま
と
め

た
『
薄
遊
漫
載
』（
は
く
ゆ
う
ま
ん
さ
い
）

は
文
化
十
一
年（
一
八
一
四
）出
版
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
京

の
公
卿
た
ち
や
淀
、
郡
山
藩
主
ら
に
教
え

を
請
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
声
望
は
益
々

上
が
っ
た
の
で
す
。

　

文
化
十
年（
一
八
一
三
）に
は
、
三
年
前

に
亡
く
な
っ
た
父（
法
名
祐
意
）の
墓
碑
を

建
て
ま
す
が
、
現
在
も
松
任
中
央
墓
地
公

苑
に
残
っ
て
い
ま
す
。
勘
解
由
小
路
資
善

に
撰
を
、
皆
川
篁
斎
が
書
を
、
菅
原
長
親

が
篆
額
を
書
き
つ
け
た
と
い
い
ま
す
。

橘
園
の
死

　

文
政
二
年（
一
八
一
九
）八
月
二
十
二
日
、

橘
園
は
脚
気
を
患
い
、
五
十
三
歳
で
没
し

ま
す
。
京
都
に
駆
け
つ
け
た
弟
・
伊
兵
衛

と
門
人
ら
の
手
に
よ
り
儒
家
の
礼
を
も
っ

て
葬
儀
が
営
ま
れ
、
洛
東
の
鳥
部
山
に
葬

ら
れ
て
墓
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
遺
骨

の
一
部
は
松
任
の
墓
地
に
も
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
諡（
お
く
り
な
）は
文
景（
ぶ
ん

ん
で
い
た
又
太
郎
で
し
た
が
、
や
が
て
遊

学
の
志
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
町

年
寄
役
の
就
任
内
示
を
辞
退
、
こ
れ
を

末
弟
の
伊
兵
衛
（
諱
・
晋
）
に
継
が
せ
、 

二
人
の
娘
も
託
し
て
、
再
び
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
三
十
六
歳
の
時
に
京
都
へ
出

て
、
著
名
な
儒
家
と
し
て
知
ら
れ
門
弟

三
千
余
人
を
抱
え
て
い
た
皆
川
淇
園
（
み

な
が
わ
き
え
ん
・
一
七
三
四
～
一
八
〇
七
）

に
師
事
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
又
太
郎
は
帰
郷
の
念
を
断
ち
、

京
都
麩
屋
町
二
条
南
に
居
を
構
え
て
儒
家

と
な
り
、「
三
宅
又
太
郎
」
と
名
乗
っ
て
門

弟
一
千
余
人
を
教
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
両
親
や
子
供
に
対
し
て
は

月
に
数
回
も
手
紙
を
送
る
な
ど
細
や
か
な

心
遣
い
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
四

年（
一
八
〇
七
）四
十
一
歳
の
時
に
は
、
父・

伊
左
衛
門
の
古
希
に
際
し
、
皇
族
や
著
名

文
人
達
よ
り
長
命
を
賀
す
る
詩
文
和
歌
を

戴
き
、
懸
幅
・
屏
風
に
表
装
し
て
松
任
に

送
り
父
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

朝
鮮
通
信
使
と
の
文
化
交
流

　

文
化
八
年（
一
八
一
一
）四
十
五
歳
の
時

に
は
、
二
月
に
京
都
を
出
発
し
て
対
馬
に

渡
り
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
朝
に
立
ち
会
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
は
、

朝
鮮
国
王
が
幕
府
の
将
軍
に
あ
て
て
派
遣

し
た
公
式
の
外
交
使
節
で
、
両
国
の
善
隣

友
好
の
推
進
と
文
化
交
流
な
ど
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。
又
太
郎
は
彼
ら
と
の

上
京
と
帰
郷

　

こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
育

っ
た
又
太
郎
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
読
書
を

好
み
、
十
歳
で
四
書
五
経
（
儒
教
の
文
献
）

の
講
義
を
し
、
和
歌
や
漢
詩
を
創
作
し
、

十
二
歳
で
孝
経
・
論
語
・
中
庸
の
注
釈
を

作
成
し
、
散
文
や
漢
詩
六
百
首
余
り
を
集

め
て
一
冊
の
本
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
二
十
二
歳
に 

な
っ
た
彼
は
京
都
に
遊
学
し
、
儒
学
者
で

漢
詩
人
の
龍
草
蘆
（
り
ゅ
う
そ
う
ろ
・

一
七
一
四
～
一
七
九
二
）を
訪
ね
ま
し
た
が
、

そ
の
講
義
内
容
に
満
足
で
き
ず
、
失
意
の

う
ち
に
松
任
に
帰
郷
し
ま
す
。

　

伊
左
衛
門
・
な
べ
夫
婦
は
、
又
太
郎
に

家
督
を
継
が
せ
よ
う
と
、
同
僚
で
あ
る
町

年
寄
役
・
徳
光
屋
助
左
衛
門
の
娘
・
み
つ

を
迎
え
て
結
婚
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
又

太
郎
は
程
な
く
離
婚
し
、
金
沢
の
藤
橋
元

順
と
い
う
者
の
妹・て
る
と
再
婚
、「
き
ん
」

と
い
う
娘
を
も
う
け
ま
す
。
父
伊
左
衛
門

も
又
太
郎
に
跡
を
譲
っ
て
隠
居
し
、
次
女

の「
こ
と
」も
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
寛

政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）又
太
郎
三
十
四
歳

の
時
、
妻
の
て
る
に
先
立
た
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

再
上
京

　

家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
も
勉
学
に
励

松
任
の
歴
史
と
文
化

 
第
二
十
三
回「
松
任
の
文
化
人
」そ
の
② 

　

三
宅
橘
園（
み
や
け
き
つ
え
ん
）

　

三
宅
橘
園
は
江
戸
時
代
後
期
に
京
都
で

活
躍
し
た
儒
学
者
で
、
本
名
は
車
屋
又
太

郎
と
い
い
ま
す
。
諱
（
い
み
な
）
は
邦
（
ほ

う
）。
あ
ざ
な
は
元
興
（
げ
ん
こ
う
）。
威

如
齋（
い
じ
ょ
さ
い
）と
も
号
し
ま
し
た
。

　

又
太
郎
は
明
和
四
年（
一
七
六
七
）松
任

中
町
に
住
む
車
屋
伊
左
衛
門
・
な
べ
夫
妻

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

車
屋
は
元
来
三
宅
氏
と
称
し
、絞
油（
菜

種
油
）・
醤
油
醸
造
を
家
業
と
す
る
富
裕

な
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
代
々
松
任
町
年

寄
を
任
ぜ
ら
れ
る
家
柄
で
し
た
。
加
え
て

先
祖
に
は
車
屋
又
兵
衛
の
よ
う
に
加
賀
藩

内
で
最
初
に
水
車
を
導
入
し
町
内
の
殖
産

に
尽
力
し
た
人
物
を
も
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

同
家
は
、
松
任
の
中
心
地
で
あ
る
中
町

の
北
国
街
道
沿
い
南
側
に
屋
敷
を
構
え
て

い
ま
し
た
。
今
は
千
代
尼
通
商
店
街
協
議

会
事
務
所
が
あ
る
一
帯
に
あ
た
り
ま
す
。

享
保
年
間
に
は
、
土
蔵
が
七
棟
、
泉
水
築

山
を
し
つ
ら
え
た
広
大
な
庭
園
が
造
ら
れ

た
と
い
い
ま
す
。
脇
の
小
路
は
、
現
在
は

「
西
川
通
り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
か
つ

て「
車
屋
小
路
」の
名
で
親
し
ま
れ
、
住
民

に
と
っ
て
車
屋
の
邸
宅
が
、
い
か
に
大
き

か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

け
い
）と
さ
れ
、
法
名
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
の
ち
弟
の
伊
兵
衛
は
、
兄
の
遺
稿

を
ま
と
め
て『
橘
園
遺
文
』を
出
版
し
ま
し

た
が
、
続
編
を
編
纂
中
に
亡
く
な
り
、『
橘

園
遺
文
初
集
』
全
三
巻
と
し
て
出
版
さ
れ

た
の
は
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）に
な
っ
て

か
ら
の
こ
と
で
し
た
。

　

橘
園
の
著
書
は『
鶏
林
情
盟
』『
薄
遊
漫

載
』
の
ほ
か
、
漢
文
の
助
詞
を
研
究
し
た

『
助
語
審
象
』『
虚
字
解
』
や
『
西
遊
筆
騰
』

『
孝
応
録
』等
多
数
が
あ
り
、
そ
の
多
く
は

『
橘
園
遺
文
初
集
』と
と
も
に
国
立
国
会
図

書
館
を
は
じ
め
、
多
く
の
学
術
機
関
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
賀
の
千
代
女
と
三
宅
橘
園
、
活
躍
し

た
時
期
こ
そ
違
う
も
の
の
、
松
任
ゆ
か
り

の
二
人
が
、
い
ず
れ
も
朝
鮮
通
信
使
と
の

文
化
交
流
に
貢
献
し
た
と
い
う
事
実
は
、

お
お
い
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

［
白
山
市
教
育
委
員
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会議所の新会員をご紹介下さい !!

　当会議所では、会員増強運動を実施しておりますので、お取引先や
関連会社などでご入会いただいていない事業所がございましたら、
ぜひご紹介くださいますようお願い致します。

会員増強運動を実施中
【ご連絡・お問合せ先】当所までTEL：２７6－３８１１

会員企業の皆様へ

 

日頃より白山商工会議所の運営にご協力を賜り、
ありがとうございます。
商工会議所会費についてご案内いたします。
口座振替の事業所の方は5月1日（月）に指定口座
より自動振替させていただきます。
なお、口座振替を利用していない事業所の方の納
入期限につきましても5月1日（月）です。
振込又は事務所窓口までご持参くださいますよう
宜しくお願いいたします。

　市では、市内の森林から伐採し、市内で加工され
た木材を活用して住宅を新築し、市産木材の普及に
協力してくださる方に対し、一戸あたり 50万円 補助
します。

補助要件
1 市内で自ら居住するために、住宅を新築または
 新築住宅を購入する方
注）別荘は補助対象にはなりませんので、ご注意下さい。

2 対象とする木造住宅
 ア 住宅に占める市産材使用割合が70％以上の住宅
 イ 床面積が80平方メートル以上の住宅
 ウ 建築士が設計した住宅
※詳しくは事前に産業部林業水産課までお問い合わせ下さい。

白山市産業部　林業水産課（鶴来支所内）
 TEL  076-272-1965（直通）

 E-mail   ringyo@city.hakusan.lg.jp

平成29年度 会費納入のお願い

  白山市産木材  
  活用住宅に補助します！  
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四月一日付　新規採用
総務課　山本航平




